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JAFFE 2021年度 活動報告

　2021 年度の学会活動について、（1）大会・総会、（2）研究会、（3）幹事会の順で報

告します。

　（1）大会・総会

　 日本フェミニスト経 済 学 会 は、2020 年 1 月以 降 の 新 型コロナウイルス感 染 症

（COVID-19）の流行に伴い、前年度に続きウェブ会議アプリ Zoom を使用して 2021 年

度大会を開催しました。会員のみなさまのご協力により、これまでの大会と同様に、自

由論題、共通論題、総会の一連のプログラムを滞りなく終えることができました（懇親

会は中止）。共通論題では、コロナという「災害」に着目し、今般の COVID-19 パンデ

ミックがもたらした女性への甚大なる影響について、特にいのちとくらしに焦点を当て議

論しました。前年度に続きオンライン開催でしたが、現在進行形の課題を扱い、各報告

前にトークセッションを設けるというチャレンジングな企画で全国から会員、非会員とも

に 87 人の参加者が集まり、活発な議論を展開しました。自由論題では、4 名の方々が

報告しました。大会プログラムは以下の通りです。

　開催日：2021 年 9 月 18 日（日）オンライン開催（ウェブ会議アプリ Zoom を使用）

　大会本部：早稲田大学

〇コロナ災害があらわにした女性のいのちとくらしの課題

　司会：小ヶ谷千穂（フェリス女学院大学）・中原朝子（神戸大学） 

　座長：中原朝子（神戸大学）

　トークセッション：「相談現場からみえる女性の貧困、仕事、住まい」

　　雨宮処凛（作家・活動家）・伊田久美子（大阪府立大学名誉教授）

　報告：

Carlos, Maria Reinaruth Desiderio（龍谷大学）

　「コロナ禍における在日フィリピン人女性の問題と今後の課題」

湯澤直美（立教大学）

　「コロナ禍におけるシングルマザーの現況と政策課題」

大沢真理（東京大学名誉教授）

　「コロナ禍への日本政府の対応：社会政策の比較ジェンダー分析から」

　討論：丸山里美（京都大学）・三山雅子（同志社大学）
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〇自由論題報告

・左髙慎也（名古屋大学法学研究科・院）

　「フェミニスト合理的選択制度論は可能か？―『ジェンダーと政治』研究における

合理的選択論の可能性」

　コメンテーター：板井広明（専修大学）

・高橋麻美（お茶の水女子大学・院）

　「政策分析における『交差性』概念の有効性と課題―脆弱な主体の観点から」

　コメンテーター：足立眞理子（お茶の水女子大学名誉教授）

・巣内尚子（ラバル大学・院／東京学芸大学特任講師）

　「在留資格の非正規化と対抗的な公共圏―日本と台湾のベトナム人移住女性の

事例から」

　コメンテーター：徐阿貴（福岡女子大学）

・山本由美子（岡山大学グローバル・ディスカバリー・プログラム）

　「エッセンシャル・ケアワーカーの待遇改善に向けて―放課後児童クラブ支援員

を事例に」

　コメンテーター：大橋史恵（お茶の水女子大学）

　（2）研究会

　昨年度同様、2021 年度も COVID-19 の流行とその動向に左右され、学会活動もこ

れまでになく制約を受けました。その中でも学会主催研究会は共通論題シンポジウム

の準備として 2 回実施し、1 月には大学におけるジェンダー社会科学系科目をまだ担当

したことがない、または経験が少ない JAFFE 会員を対象とした授業実践ワークショッ

プを開催しました。また、3 月開催の人文社会科学系学協会男女共同参画推進連絡会

（GEAHSS）シンポジウムにおいて、足立眞理子会員がフェミニスト経済学に関し本学

会設立の経緯とあわせて報告をおこないました。

　今後は、対面とオンラインの双方で研究会開催が見込まれます。2 年間のオンライン

大会・研究会の知見を取り入れながら、これまで以上に研究活動に力を入れていきたい

と考えております。

〇共通論題シンポジウム事前研究会 1

　開催日：2021 年 6 月 26 日（土）

　・報告者：

Carlos, Maria Reinaruth Desiderio（龍谷大学）
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　「コロナ禍における在日フィリピン人女性の問題と今後の課題」

湯澤直美（立教大学）

　「コロナ禍におけるシングルマザーの現況と政策課題」

大沢真理（東京大学名誉教授）

　「コロナ禍への日本政府の対応：社会政策の比較ジェンダー分析から」

〇共通論題シンポジウム事前研究会 2

　開催日：2021 年 8 月 21 日（土）

　・報告者：

Carlos, Maria Reinaruth Desiderio（龍谷大学）

　「コロナ禍における在日フィリピン人女性の問題と今後の課題」

湯澤直美（立教大学）

　「コロナ禍におけるシングルマザーの現況と政策課題」

大沢真理（東京大学名誉教授）

　「コロナ禍への日本政府の対応：社会政策の比較ジェンダー分析から」

〇 JAFFE ワークショップシリーズ「フェミニスト社会科学の授業実践ワークショップ」

　開催日：2022 年 1 月 23 日（日）

　 ・司会・企画説明：大橋史恵（お茶の水女子大学）・平野恵子（お茶の水女子大学）

　・講師：大野聖良（日本学術振興会）・中村雪子（日本学術振興会）

　（3）幹事会

　今年度は、以下のように 7 回の幹事会を開催し、その他、必要に応じて幹事会のメー

リングリストを通じて学会運営を行いました。また、新たに大野聖良会員（日本学術振

興会）・徐阿貴会員（福岡女子大学）を迎えることができました。今後、さらなる学会

活動の充実を図っていきたいと考えております。

　第 1 回　2021 年 4 月 4 日（日） オンライン（ウェブ会議アプリ Zoom）

　第 2 回　2021 年 4 月 11 日（日） オンライン（ウェブ会議アプリ Zoom）

　第 3 回　2021 年 8 月 8 日（日） オンライン（ウェブ会議アプリ Zoom）

　第 4 回　2021 年 8 月 21 日（土） オンライン（ウェブ会議アプリ Zoom）

　第 5 回　2021 年 9 月 18 日（土） オンライン（ウェブ会議アプリ Zoom）

　第 6 回　2021 年 11 月 7 日（日） オンライン（ウェブ会議アプリ Zoom）

　第 7 回　2021 年 11 月 13 日（土） オンライン（ウェブ会議アプリ Zoom）

 （文責：平野恵子）


